
第
３
部
は
午
前
六
時
か
ら
機

庫
前
で
式
を
行
い
、
妹
尾
英
哲

部
長
が
「
無
火
災
を
目
指
し
、

団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
。
続
い
て

来
賓
の
倉
掛
夏
目
両
自
治
連
合

会
役
員
ら
が
、
平
素
の
活
動
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

午
前
七
時
か
ら
井
原
小
学
校

体
育
館
で
井
原
分
団
出
初
式
、

同
十
時
か
ら
市
民
会
館
で
市
団

の
式
典
に
臨
ん
だ
。

井
原
分
団
（
森
田
庸
弘
分
団

長
）
は
正
午
に
倉
掛
を
出
発
す

る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
午

後
零
時
五
十
分
か
ら
向
町
河
原

で
多
く
の
見
物
人
が
見
守
る
な

か
、
一
斉
放
水
を
披
露
し
て
新

年
の
門
出
を
祝
っ
た
。

井
原
市
議
会
議
員
選
挙
が
四

月
十
四
日
告
示
、
同
月
二
十
一

日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
。

今
年
は
市
制
施
行
六
十
周
年

を
迎
え
、
斬
新
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
期
待
も
高
い
。
議
員
定
数

は
二
人
減
り
二
十
人
と
な
る
。

倉
掛
に
住
む
六
十
代
の
男
性

は
「
誠
意
と
見
識
の
あ
る
方
に

投
票
し
た
い
」
、
四
十
代
の
女

性
は
「
必
要
な
具
体
策
を
示
し

実
行
す
る
人
に
出
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

就
実
短
期
大
学
の
田
中
誠
教

授
＝
写
真
＝
を
迎
え
て
の
講
演

会
が
三
月
九
日
、
つ
ど
え
～
る

で
開
催
さ
れ
る
。
演
題
は
「
障

害
者
就
労
と
地
域
づ
く
り
」
。

我
が
国
に
お
け
る
障
害
者
の

社
会
参
加
は
向
上
し
つ
つ
も
、

雇
用
の
場
と
な
る
と
十
分
で
は

な
い
。
今
回
は
適
性
に
応
じ
た

一
般
就
労
へ
の
道
を
切
り
開
く

た
め
の
情
報
や
ヒ
ン
ト
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

日
本
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
会
岡
山
研
究
会
会
長
、
担

当
科
目
（
障
害
児
保
育
・
社
会

福
祉
援
助
技
術
）
「
農
業
分
野

に
お
け
る
障
害
者
就
労
」
な
ど

◇

◇

と

き
‥
三
月
九
日
（
土
）

午
前
十
時
よ
り

会

場
‥
つ
ど
え
～
る

定

員
‥
六
十
人

受
講
費
‥
無

料

駐
車
場
‥
３
３
台

申

込
‥
三
月
六
日
ま
で
に

つ
ど
え
～
る
へ

電

話
‥
６
２


９
０
９
０

主

催
‥
つ
ど
え
～
る

後

援
‥
井
原
市
・
井
原
市

教
育
委
員
会
・
井
原
市
社

会
市
社
会
福
祉
議
会
・
井

原
放
送
㈱

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
の

関
係
者
約
六
十
人
が
二
月
二
十

四
日
、
つ
ど
え
～
る
で
入
退
団

式
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
育
成
会
の
川
相
勝
会

長
が
退
団
者
に
「
中
学
に
進
ん

で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、
六

年
生
は
「
体
験
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
と
学
習
で
き
た
。
楽
し
い

思
い
出
を
有
り
難
う
」
な
ど
と

書
い
た
作
文
を
読
み
、
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
た
。

次
年
度
育
成
会
長
は
濱
田
竜

雄
さ
ん
、
団
長
は
濱
田
明
歩
さ

ん
が
務
め
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／山岡弘幸
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倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞

平
成
二
十
五
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が
穏
や
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
た
一
月
二
十
日
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
地
元
井
原
分

団
第
３
部
も
こ
れ
に
参
加
し
た
。

３
部
長
に
妹
尾
英
哲
さ
ん

消防出初式

部 長 妹尾 英哲（倉掛）
副部長 竹内 誠（夏目）
副部長 西山 喬士（夏目）
会 計 松井 淳（夏目）
会 計 丸山 裕二（倉掛）
消防班長 松本 大（夏目）
厚生班長 三嶋 紀之（倉掛）
機械班長 片山 敬悟（夏目）
水源班長 瀬藤 慎二（倉掛）
組 長 塚原 一徳（夏目）
団 員 増成 智也（夏目）
団 員 片岡 憲一（倉掛）
団 員 川相 智正（夏目）
団 員 田中 利樹（倉掛）
団 員 井上 浩伸（夏目）
団 員 片岡 陽（倉掛）
団 員 今井 豊（倉掛）
団 員 笠原 慶一（倉掛）
団 員 瀬川 隆治（倉掛）
団 員 妹尾 英明（夏目）

※カッコ内は関係地区

春
の
井
原
と
い
え
ば
、
小
田
川
堤

の
桜
並
木
。
２
㎞
の
間
に
八
百
本
も

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
り
、
毎

年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

大
正
三
年
（
１
９
１
４
年
）
、
当

時
の
郷
社
足
次
山
神
社
・
大
塚
信
男

宮
司
が
土
手
へ
桜
の
植
樹
を
提
唱
。

有
志
の
手
で
苗
木
百
五
十
本
を
植
え

た
の
が
桜
堤
の
始
ま
り
と
い
う
。

枯
れ
木
の
目
立
つ
時
期
も
あ
っ
た

が
、
平
成
十
年
ご
ろ
井
原
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
補
植
を
行
い
、
や
が
て


桜
の
ト
ン
ネ
ル

は
復
活
。

来
春
、
植
樹
百
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

は
「
桜
堤
百
年
」
と
記
さ
れ
た
幟

（
の
ぼ
り
）
を
三
十
本
つ
く
り
、
今

年
の
桜
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
。

来年 桜植樹100周年
「
体
験
通
し
て
学
習
…
」

倉
掛
少
年
団
入
退
団
式

障
害
者
就
労
と
地
域
づ
く
り

新しいのぼりで盛り上げ

4
月
14
日
告
示

21
日
に
投
開
票

井
原
市
議
選

井原町まちづくりの会

つどえ～る
３月講演会

ひ
と
き
わ
太
い
下
町
裏
の
桜
は
、
大
正

三
年
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う

小
田
川
堤

第

３

部

団

員

名

簿



本
年
度
最
後
の
サ
ロ
ン
あ
す

は
・
ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
二
月

二
十
日
、
つ
ど
え
～
る
で
行
わ

れ
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
同
会
の
妹

尾
一
成
代
表
は
「
き
ょ
う
は
皆

で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
た
い
」
と
挨
拶
。

座
っ
た
ま
ま
行
う
風
船
割
り

リ
レ
ー
は
、
２
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
速
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
。
慌

て
て
次
の
人
に
渡
せ
ず
大
笑
い

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
は
二
度
行
わ
れ
、
妹
尾

代
表
が
番
号
を
読
み
上
げ
て
、

早
く
並
ん
だ
人
か
ら
順
番
に
景

品
が
渡
さ
れ
た
。

参
加
し
た
７
組
山
岡
千
寿
さ

ん
は
「
適
当
に
体
を
動
か
し
工

夫
さ
れ
た
内
容
で
よ
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

最
後
に
妹
尾
代
表
は
「
次
回

の
サ
ロ
ン
は
、
四
月
に
郷
社
で

花
見
を
行
い
た
い
」
と
の
考
え

を
伝
え
た
。

大
晦
日
か
ら
元
旦
未
明
に
か

け
て
、
倉
掛
の
有
志
が
郷
社
境

内
で
ぜ
ん
ざ
い
や
お
で
ん
の
無

料
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
、
初
詣
客

に
振
る
舞
っ
た
。

三
度
目
と
な
る
今
回
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
た
の
は
、
13
の
１

組
山
本
勝
己
さ
ん
、
15
の
１
組

の
山
岡
秀
男
さ
ん
夫
妻
と
渡
辺

伸
太
郎
さ
ん
、
14
組
川
相
勝
さ

ん
夫
妻
、
18
の
１
組
瀬
川
芳
隆

さ
ん
ら
。
「
皆
さ
ん
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
…
」
と
、
新

年
祈
願
祭
の
賑
わ
い
に
一
役
買

っ
た
。

参
道
の
両
脇
に
は
、
８
組
川

相
益
一
さ
ん
と
12
の
２
組
松
井

憲
司
さ
ん
が
二
十
余
り
の
竹
の

灯
明
を
設
置
。
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
参

詣
人
の
足
元
を
照
ら
し
た
。
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3/ 1  呉市まちづくり委員会視察
倉掛自治会＆つどえ～る

3/ 3  井原分団第３部試運転日
3/ 3  全国健康マラソン井原大会
3/ 9  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
3/ 9  つどえ～る講演会

「障害者就労と地域づくり」
講師：就実・田中誠教授
9：30～受付 10：00～講演

3/15  井原中学校卒業式
3/16  倉掛自治会24年度決算総会
3/17  井原市消防操法訓練大会
3/21  井原小学校卒業式
3/26  井原小・井原中修了式
4/ 2  郷社氏子清掃 午前８時～
4/ 4  郷社まつり
4/ 4  倉掛少年団・郷社境内清掃
4/14  井原市議会議員選挙告示
4/21  井原市議会議員選挙投開票日

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所

倉 掛 ほ っ と 情 報
■井原小の次年度入学予定者は３０人

少子化による児童減少が顕著な井原小学校
の次年度入学予定者は、30人程度と見込まれ

ている。昭和22～25年生まれの団塊世代は１

学年に240～250人が在学していた。

■倉掛パソコン教室・会員追加募集

３年目を迎える倉掛パソコン教室が会員を

追加募集中。基本的には土日開催。５台の無

料貸出パソコンを使って資料作成やインター

ネットを楽しめる。同教室は、初心者が情報

機器に慣れ親しむことを目的として開かれて

おり、倉掛地区外者も可。

【開催日】土曜日 １３：３０～１５：３０

日曜日 ９：３０～１１：３０

【会 費】１回３００円（飲物付）

【申 込】つどえ～る ６２－９０９０

倉掛山岳同好会が９月14～16日に実施する木

曽御嶽山・登山参加者の一次募集を開始。

９月１４日

井原(21:30)→笠岡IC⇒小牧JCT⇒中津川IC→

９月１５日

７合目田ノ原(6:30発)…剣ヶ峰・3067ｍ…７合

目田ノ原→木曽福島（入浴・昼食15:00)→中山

道・馬篭宿散策→中津川IC⇒名古屋(泊)→

９月１６日

伊勢神宮外宮＆内宮参拝・昼食(11:20)…おか

げ横丁(13:30)→伊勢IC⇒笠岡IC→井原(20:00)

会 費：大人 ３３０００円

申 込：４月末日までに申込書と申込金１万円

をつどえ～る（渡辺）へ。

その他：天候等で変更中止の場合があります。

有
志
が
ホ
ッ
ト
な
サ
ー
ビ
ス

≪今年は御嶽山へ≫

サロンあすは

交 流 会

欅
の
杜
塾
が
毎
月
第
三
日
曜
日
に
開

い
て
い
る
杜
の
市
が
二
月
十
七
日
、
門

田
町
大
谷
の
広
場
で
あ
り
、
倉
掛
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
見
学
に
訪

れ
た
。

杜
の
市
は
午
前
九
時
か
ら
始
ま
り
、

野
菜
を
は
じ
め
、
百
円
コ
ー
ヒ
ー
・
つ

き
た
て
餅
・
焼
き
た
て
パ
ン
・
窯
焼
き

ピ
ザ
・
し
し
肉
の
串
焼
き
・
雑
貨
・
手

作
り
菓
子
・
惣
菜
・
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
木
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
出
店
が
並

び
、
賑
わ
っ
た
。

倉
掛
の
田
原
耕

太
郎
さ
ん
ら
三
人

は
運
動
を
兼
ね
、

倉
掛
か
ら
歩
い
て

欅
の
杜
へ
。

「
距
離
は
５
㎞
少
々
。
一
時
間
十
分

ぐ
ら
い
掛
か
っ
た
が
、
よ
い
運
動
に
な

っ
た
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

欅
の
杜
塾
は
荒
れ
た
里
山
を
整
備

し
、
市
民
の
憩
え
る
森
を
つ
く
ろ
う
と

平
成
十
一
年
発
足
。
活
動
実
績
を
高
く

評
価
さ
れ
、
同
十
八
年
に
は
「
岡
山
県

夢
づ
く
り
推
進
大
賞
」
を
受
賞
す
る
な

ど
、
県
内
で
は
指
折
り
の
生
産
活
動
型

市
民
団
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
メ
ン
バ
ー

で
、
欅
の
杜
塾
に
当
初
か
ら
関
わ
っ
て

い
る
倉
掛
の
高
田
淳
子
さ
ん
と
村
上
博

美
さ
ん
は
、
こ
の
日
も
杜
の
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
。
接
客
に
追
わ

れ
な
が
ら
「
細
く
長
く
頑
張
り
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

高田淳子さん＆村上博美さん

「細く長く頑張りたい」

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
む欅の杜見学

欅の杜塾・杜の市を訪れた倉掛パソコン教室のメンバー

参
道
に
は
灯
明

郷 社

小
さ
な
ボ
ー
ル
を
リ
レ
ー
す
る
参
加
者倉 掛

Ｐ Ｃ


